
ご使用前に取扱説明書をよくお読みいただき，

ご理解された上で正しくお使い下さい。 

又，ご使用時にすぐにご覧になれる所に，大切

に保存して下さい。 
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安全にご使用いただくために 
安全にご使用して頂く為、試験装置を使用になる前に、次の事項を必ずお読み下さい。 

仕様に記されている以外で使用しないで下さい。 

試験装置のサービスは、当社専門のサービス員のみが行えます。 

詳しくは、（株）双興電機製作所にお問い合わせ下さい。 

 

人体保護における注意事項 
感電について   

人体や生命に危険が及ぶ恐れがありますので、各測定コードを接続する場合は、 

必ず無電圧状態を確認して接続して下さい。 

電気的な過負荷 

  感電または、発火の恐れがありますので、入力回路には指定された範囲外の電圧を 

加えないで下さい。 

パネルの取り外し 

  試験装置内部には電圧を印加、発生する箇所がありますので、パネルを取り外さな 

いで下さい。 

機器が濡れた状態 

  感電の恐れがありますので、機器が濡れた状態では使用しないで下さい。 

ガス中での使用         

発火の恐れがありますので、爆発性のガスがある場所では使用しないで下さい。 
 
機器保護における注意事項 

電  源                 

指定された範囲外の電圧を印加しないで下さい。 

電気的な過負荷 

  測定入力には指定された範囲外の電圧、電流を加えないで下さい。 

適切なヒューズの使用         

指定された定格以外のヒューズは使用しないで下さい。 

振 動 

  機械的振動が直接伝わる場所での使用、保存はしないで下さい。 

環 境                 

直射日光や高温多湿、結露するような環境下での使用、保存はしないで下さい。 

防水、防塵 

  本器は防水、防塵となっていません。ほこりの多い場所や、水のかかる場所での 

使用、保存はしないで下さい。 

故障と思われる場合 

    故障と思われる場合は、（株）双興電機製作所または、販売店までご連絡下さい。 
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警告 
この製品は，高圧電力設備の試験，点検をするための機器で，一般ユーザーを対象とした 

試験装置ではありません。電力設備の点検，保守業務に携わる知識を十分にもった方が操作 

を行う事を前提に設計されています。 

その為，作業性，操作性を優先されている部分がありますので，感電事故等が無いよう， 

十分安全性に配慮して下さい。 

 

免責事項 
◎本製品は，高圧電力設備の試験，点検をする装置です。試験装置の取扱いに関係する。 

専門的電気知識及び技能を持たない作業者の誤操作による感電事故，被試験物の破損などについ

ては弊社では一切責任を負いかねます。 

本装置に関連する作業，操作を行う方は，労働安全衛生法 第六章 労働者の就業に当たっての

措置安全衛生教育 第五十九条，第六十条，第六十条の二に定められた安全衛生教育を実施して

下さい。 

◎本製品は，高圧電力設備の試験，点検をする装置で，高圧電力設備全体の電気特性を改善したり

劣化を抑える装置ではありません。 

被試験物に万一発生した各種の事故（電気的破壊，物理的破壊，人身，火災，災害，環境破壊）

などによる損害については弊社では一切責任を負いかねます。 

◎本製品の操作によって発生した事故での怪我，損害について弊社は一切責任を負いません。   

また，操作による設備，建物等の損傷についても弊社は一切責任を負いません。 

◎本製品の使用，使用不能によって生ずる業務上の損害に関して，弊社は一切責任を負いません。 

◎本製品の点検，整備の不備による動作不具合及び，取扱説明書以外の使い方によって生じた損害

に関して，弊社は一切責任を負いません。 

◎本製品に接続する測定器等による誤動作及び，測定器の破損に関して，弊社は一切責任を負いま

せん。 

 

取扱説明書は，弊社ホームページより最新版をダウンロードして頂けます。 

                ＵＲＬ：https://soukou.co.jp 

                ＱＲコード（取扱説明書のページ） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://soukou.co.jp/
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１．仕様 
（１）使用電源   ：ＡＣ１００Ｖ±１０％ ５０／６０Ｈｚ 

 

（２）電源容量    ：約３００ＶＡ（補助電源は除く） 

 

（３）電圧出力 

レンジ    ：３０/１５０/３００/６００Ｖ 

容量    ：単相２線 ３０ＶＡ ３０分定格 

単相３線 ６０ＶＡ ３０分定格 

三相   ５０ＶＡ ３０分定格 

歪み率    ：１．５％以下 

（４）電圧計 

表示計器    ：４桁 ＬＣＤ表示 

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度 ：６．２５回／秒（５０Ｈｚ）、７．５回／秒（６０Ｈｚ） 

精度  ：±１％ｒｄｇ±１０ｄｇｔ 

（３０Ｖレンジは±１％ｒｄｇ±５０ｄｇｔ） 

分解能  ：０．０１／０．１／０．１／０．１Ｖ 

 

（５）周波数 

基準周波数 ：５０Ｈｚ又は、６０Ｈｚ 

試験周波数 ：４０．００～ ７９．９９Ｈｚ ０．０１Ｈｚ単位 

表示計器  ：４桁 ＬＣＤ表示 

精度  ：±０．０１Ｈｚ ±１ｄｇｔ 

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度 ：５回／秒 

 

（６）カウンタ 

測定範囲  ：０～１９９．９９９ｓｅｃ   分解能  １ｍｓ 

２００．００～１９９９．９９ｓｅｃ 分解能 １０ｍｓ 

（自動桁上げ） 

測定精度  ：０．０１％ｒｄｇ ±１ｄｇｔ ±６ｍｓ 

ストップ信号 ：接点 ａ接点、ｂ接点自動検出 

電圧 直流：印加、除去共 ２５Ｖ 

交流：印加、２０Ｖ 除去 ５０Ｖ 

自己電源（継電器が動作したと同時に試験器の電源がなくなり、 

カウンタが停止することです）＊表示時間約５分間 

（７）補助電源 

出力電圧  ：ＤＣ２４／１１０Ｖ ２０Ｗ 

 

（８）データホールド 

機能  ：電圧計、周波数計のデータホールド 

ホールド条件 ：試験Ｏ Ｎ からのストップ信号（接点、電圧）の状態変化 

 

（９）外形寸法  ：４２０（Ｗ）×２２０（Ｄ）×２９０（Ｈ）（突起物を除く） 

 

（１０）重量  ：約１１．５ｋｇ（付属品は、含まず） 

 

（１１）使用環境 ：温度 ０～４０℃ 

湿度 ８０％以下（但し結露が無いこと） 
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（１２）付属品 

① 試験用リード線 

・電源コード（３ｍ）………………………………………… １本 

 

・全要素コード（５ｍ）……………………………………… １本 

 

・保安用接地コード（５ｍ）………………………………… １本 

 

・試験用コード収納袋………………………………………… １枚 

 

 

②予備ヒューズ（５Ａ）……………………………………… ２本 

予備ヒューズ（２Ａ）……………………………………… ４本 
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２．各部名称 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．全要素コネクタ 

電圧出力，直流補助電源出力，ストップ信号入力が入出力されます。 

２．電圧出力ヒューズ（Ｆ２、Ｆ３） 

電圧出力の保護ヒューズです。（２Ａ） 

３．欠相スイッチ 

三相電圧継電器の試験で試験相を欠相状態にします。 

例：試験相がＡ相だとＲ相の出力が欠相になります。 

４．反相スイッチ 

三相電圧継電器の試験で試験相を反相状態にします。 

例：試験相がＡ相だとＲ－Ｓ相間が入れ替わります。 

５．補助電源出力ランプ 

補助電源出力時に点灯します。 

６．補助電源スイッチ 

直流補助電源出力のスイッチです。過電流保護 路を兼ねています。 

７．補助電源電圧スイッチ 

補助電源の電圧切替スイッチです。ＤＣ２４、１１０Ｖを選択します。 

切り替え操作は、スイッチのつまみを引き上げて行います。 

８．ストップ信号スイッチ 

継電器の動作信号切替スイッチです。接点、電圧の選択を行います。 

９．カウンタディスプレイ 

動作時間測定用のカウンタ表示です。 

１０．カウンタスイッチ 

カウンタのモード切替スイッチです。 

スイッチを押す事で、ＯＮ、ＯＦＦ状態が切り替わります。 

ＯＮ（ランプ点灯）状態でカウント動作を行います。 

ＯＦＦ（ランプ消灯）状態で継電器の動作信号の状態を検出します。 
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１１．カウンタリセットスイッチ 

カウンタの復帰スイッチです。スイッチを押す事で、初期状態になります。 

１２．電源ランプ 

本装置に電源が供給しているときに点灯します。 

１３．電源ヒューズ（Ｆ１） 

本装置のメインヒューズです。（５Ａ） 

１４．電源スイッチ 

本装置のメインスイッチです。 

１５．電源コネクタ 

本装置の動作電源（ＡＣ１００Ｖ）供給用コネクタです。 

１６．接地端子 

保安用の接地端子です。感電防止の為、アースコードにて接地します。 

１７．周波数スイッチ 

電圧出力の周波数設定スイッチです。基準周波数に設定します。 

１８．動作ランプ 

カウンタの継電器動作確認状態の時、ストップ信号の状態に応じて点灯します。 

点灯と同時に内部ブザーが動作します。 

点灯条件は、接点→閉路状態、電圧→印加状態 です。 

１９．電圧出力ランプ 

電圧出力スイッチがＯＮの時に点灯します。 

２０．電圧出力スイッチ 

電圧出力の制御スイッチです。ＯＮにて調整した電圧が出力します。 

２１．試験相切替スイッチ 

欠相、反相試験を行う場合及び、３相電圧継電器の試験相を切り替える時に使用する 

スイッチです。通常は、Ａ相にします。 

２２．ホールドスイッチ 

周波数計、電圧計のホールド機能スイッチです。 

スイッチを押す事で、ＯＮ、ＯＦＦ状態が切り替わります。 

ＯＮ（ランプ点灯）状態でホールド機能が動作します。 

試験ＯＮ状態でストップ信号が変化した時に、測定値がホールドされます。 

＊電圧試験で基準電圧側は、試験ＯＦＦ状態なのでホールド機能は動作しません。 

２３．ホールドリセットスイッチ 

データホールドしたディスプレイをリセットします。 

２４．試験ＯＮスイッチ 

試験開始の押しボタンスイッチです。ＯＮ状態でスイッチランプが点灯します。 

【周波数試験の場合】 試験ＯＮ状態→周波数が試験周波数 

【電圧試験の場合】試験ＯＮ状態→出力電圧が試験電圧 

２５．試験ＯＦＦスイッチ 

試験停止の押しボタンスイッチです。ＯＦＦ状態でスイッチランプが点灯します。 

【周波数試験の場合】 試験ＯＦＦ状態→周波数が基準周波数 

【電圧試験の場合】試験ＯＦＦ状態→出力電圧が基準電圧 

２６．試験切替スイッチ 

試験要素の切り替えスイッチです。 

単相周波数、三相周波数、単相電圧、三相電圧があります。 

２７．周波数計 

出力周波数を表示します。 

２８．周波数調整つまみ 

試験周波数の調整つまみです。１クリックで０．０１Ｈｚ変化します。 
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２９．電圧レンジスイッチ 

出力電圧のレンジ切り替えスイッチです。３０/１５０/３００/６００Ｖがあります。 

３０．Ｐ１－Ｐ２電圧計 

出力コードＰ１－Ｐ２間の電圧を表示します。 

３１．一括電圧調整つまみ 

出力電圧の一括調整つまみです。 

【周波数試験の場合】上部のみ使用 

【電圧試験の場合】下部が基準電圧、上部が試験電圧 

３２．Ｐ２－Ｐ３電圧計 

出力コードＰ２－Ｐ３間の電圧を表示します。 

３３．Ｐ１－Ｐ２電圧調整つまみ 

出力電圧のＰ１－Ｐ２間の電圧調整つまみです。 

【周波数試験の場合】上部のみ使用 

【電圧試験の場合】下部が基準電圧、上部が試験電圧 

３４．Ｐ２－Ｐ３電圧調整つまみ 

出力電圧のＰ２－Ｐ３間の電圧調整つまみです。 

【周波数試験の場合】上部のみ使用 

【電圧試験の場合】下部が基準電圧、上部が試験電圧 

３５．Ｐ３－Ｐ１電圧調整つまみ 

出力電圧のＰ３－Ｐ１間の電圧調整つまみです。 

【周波数試験の場合】上部のみ使用 

【電圧試験の場合】下部が基準電圧、上部が試験電圧 

３相電圧の場合のみ有効で、Ｐ１－Ｐ２間とＰ２－Ｐ３間の電圧が発生している状態で 

調整が可能です。 

３６．Ｐ３－Ｐ１電圧計 

出力コードＰ３－Ｐ１間の電圧を表示します。 
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＊＊危険＊＊ 

スイッチ、ツマミ等が定位置になっていない状態で電源を供給すると、出力部から電圧

が出力する場合があり危険です。必ず定位置にするようにして下さい。 

３．単相電圧継電器の試験方法 
電圧継電器の試験は、最小動作電圧、復帰電圧、動作時間、復帰時間の測定を行います。 

３－１：試験準備 

１．試験装置のスイッチ、つまみ等を下記の位置にして下さい。 

 

電源スイッチ………………… ＯＦＦ 

補助電源スイッチ…………… ＯＦＦ 

電圧出力スイッチ…………… ＯＦＦ 

各相電圧調整つまみ… ……… ０ 

一括電圧調整つまみ… ……… ０ 

試験切替スイッチ…………… 単相電圧 

欠相スイッチ… ……………… ＯＦＦ 

反相スイッチ… ……………… ＯＦＦ 

電圧レンジスイッチ… ……… ３０Ｖ 

試験相切替スイッチ… ……… Ａ相 

周波数スイッチ……………… 試験対象の周波数 

補助電源電圧スイッチ ……… 継電器の制御電源電圧 

ストップ信号スイッチ……… 電圧 

 

 

２．試験回路を構成します。（図１） 

＊継電器に配線している電源入力を利用する場合は、補助電源クリップは接続しません。 

＊感電防止の為、アース端子を接地して下さい。 

＊単相３線式の回路の場合は、Ｐ３を試験対象の端子に接続して下さい。 

 

３．試験装置の電源コネクタに試験用電源（ＡＣ１００Ｖ）を入力します。 
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図１：ＯＶＲ、ＵＶＲの試験回路図 
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３－２：動作電圧値･復帰電圧値の測定 

＊３－１：試験準備の操作を行います。 

１．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。 

（電源ランプ点灯、試験ＯＦＦランプ点灯、各ディスプレイ表示） 

２．補助電源スイッチを供給する場合は、補助電源電圧スイッチを継電器の制御電源電圧に 

設定します。 

３．動作値測定の為、継電器の動作時間を最小に設定します。 

＊測定終了後、元の設定値に戻す事を忘れないで下さい。 

４．電圧レンジスイッチを、試験電圧に応じたレンジに設定します。 

５．試験ＯＮスイッチを押します。（試験ＯＮランプ点灯、試験ＯＦＦランプ消灯） 

６．電圧出力スイッチを“ＯＮ”にします。（電圧出力ランプ点灯） 

７．一括電圧調整つまみ（上部）を一杯に します。 

８．Ｐ１－Ｐ２電圧計を見ながら、Ｐ１－Ｐ２電圧調整つまみ（上部）にて定格電圧に調整し 

ます。 

＊単相３線式の電源を供給する場合は、Ｐ２－Ｐ３電圧計を見ながら、Ｐ２－Ｐ３電圧調整 

つまみ（上部）にて定格電圧に調整します。 

９．ストップ信号切替スイッチを継電器の接点構造に合わせて設定します。 

１０．継電器に制御電源を供給する場合は、補助電源スイッチを“ＯＮ”にし電源（ＤＣ２４ 

又は１１０Ｖ）を供給します。（補助電源ランプ点灯） 

１１．ホールドスイッチを押します。（ホールドスイッチランプ点灯） 

１２．Ｐ１－Ｐ２電圧計を見ながら、Ｐ１－Ｐ２電圧調整つまみ（上部）を継電器の動作値の方 

向へ徐々に していくと，ある電圧で継電器が動作します。 

この時の値が動作電圧値です。 

１３．継電器が動作するとデータがホールドされます。 

（動作ブザー動作、ホールドブザー動作、動作ランプ点灯、ホールドランプ点滅） 

１４．ホールドリセットスイッチを押します。 

（ホールドブザー停止、ホールドランプ点灯） 

１５．継電器の動作状態から、Ｐ１－Ｐ２電圧調整つまみ（上部）を動作値測定と逆方向に徐々 

に回していくと，継電器が動作状態から復帰動作になります。 

この時の値が復帰電圧値です。 

１６．継電器が復帰するとデータがホールドされます。 

（動作ブザー停止、ホールドブザー動作、動作ランプ消灯、ホールドランプ点滅） 

１７．ホールドリセットスイッチを押します。（ホールドブザー停止、ホールドランプ点灯） 

１８．単相３線式のＰ２－Ｐ３間の動作電圧、復帰電圧を測定する場合は、Ｐ１－Ｐ２間の電圧 

を基準電圧に戻し、Ｐ２－Ｐ３間の電圧を調整して、１２項目からの操作を行います。 

１９．ホールドスイッチを押して解除します。（ホールドスイッチランプ消灯） 

２０．試験ＯＦＦスイッチを押します。 

（試験電圧出力停止、試験ＯＮランプ消灯、試験ＯＦＦランプ点灯） 

２１．電圧出力スイッチを“ＯＦＦ”にします。（電圧出力ランプ消灯） 

２２．補助電源スイッチを“ＯＦＦ” にします。(補助電源ランプ) 

２３．電源スイッチを “ＯＦＦ”にします。（電源ランプ消灯） 

２４．継電器の動作時間を整定値に戻します。 
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３－３：動作時間・復帰時間の測定 

＊３－１：試験準備の操作を行います。 

１．電源スイッチを”ＯＮ”にして下さい。 

（電源ランプ点灯、試験ＯＦＦランプ点灯、各ディスプレイ表示） 

２．補助電源スイッチを供給する場合は、補助電源電圧スイッチを継電器の制御電源電圧に 

設定します。 

３．電圧レンジスイッチを試験電圧に応じたレンジに設定します。 

４．電圧出力スイッチを“ＯＮ”にします。（電圧出力ランプ点灯） 

５．一括電圧調整つまみ（上部・下部）を一杯に します。（下段が基準、上段が試験） 

６．Ｐ１－Ｐ２電圧計を見ながら、Ｐ１－Ｐ２電圧調整つまみ（下部）にて定格電圧に調整し 

ます。 

＊過電圧継電器の動作時間測定は、０Ｖからの急変と定格電圧からの急変がありますので、 

継電器の試験条件を確認して下さい。 

＊単相３線式の電源を供給する場合は、Ｐ２－Ｐ３電圧計を見ながら、Ｐ２－Ｐ３電圧調整 

つまみ（下部）にて定格電圧に調整します。 

７．試験ＯＮスイッチを押します。（試験ＯＮランプ点灯） 

８．Ｐ１－Ｐ２電圧計の表示を見ながら、Ｐ１－Ｐ２電圧調整つまみ(上段)を回し、試験電圧 

  に調整します。 

 

過電圧継電器（ＯＶＲ）の場合………試験電圧＝継電器の整定電圧×１２０％ 

不足電圧継電器（ＵＶＲ）の場合………試験電圧＝継電器の整定電圧× ７０％ 

 

９．試験ＯＦＦスイッチを押します。（試験ランプ消灯） 

１０．ストップ信号切替スイッチを継電器の接点構造に合わせて設定します。 

１１．継電器に制御電源を供給する場合は、補助電源スイッチを“ＯＮ”にし電源（DC24又 

   は１１０V）を供給します。（補助電源ランプ点灯） 

１２．カウンタスイッチを押します。（カウンタスイッチ中央のランプ点灯） 

１３．試験ＯＮスイッチを押します。 

（カウント開始、試験電圧出力、試験ＯＮランプ点灯、試験ＯＦＦランプ消灯） 

１４．継電器が動作しカウンタが停止し、動作時間を表示します。 

１５．動作時間を記録し、カウンタリセットスイッチを押します。（カウンタリセット状態） 

１６．試験ＯＦＦスイッチを押します。 

（カウント開始、基準電圧出力、試験ＯＮランプ消灯、試験ＯＦＦランプ点灯） 

１７．継電器が動作しカウンタが停止し、復帰時間を表示します。 

１８．動作時間を記録し、カウンタリセットスイッチを押します。（カウンタリセット状態） 

１９．単相３線式のＰ２－Ｐ３間の動作時間、復帰時間を測定する場合は、Ｐ１－Ｐ２間の試験 

電圧を基準電圧に戻し、Ｐ２－Ｐ３間の電圧を試験電圧に調整して、７項目からの操作を 

行います。 

２０．カウンタスイッチを押します。（カウンタスイッチ中央のランプ消灯） 

２１．各電圧調整つまみを“０”にします。 

２２．補助電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（補助電源ランプ消灯） 

２３．電源スイッチを “ＯＦＦ”にします。（電源ランプ消灯） 
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＊＊危険＊＊ 

スイッチ、つまみ等が定位置になっていない状態で電源を供給すると、出力部から電圧

が出力する場合があり危険です。必ず定位置にするようにして下さい。 

４．３相電圧継電器の試験方法 
 

３相電圧継電器の試験は、各相の最小動作電圧、復帰電圧、動作時間，復帰時間の測定を行い 

ます。 

４－１：試験準備 

１．試験装置のスイッチ、つまみ等を下記の位置にして下さい。 

 

電源スイッチ………………… ＯＦＦ 

補助電源スイッチ…………… ＯＦＦ 

電圧出力スイッチ…………… ＯＦＦ 

各相電圧調整つまみ… ……… ０ 

一括電圧調整つまみ… ……… ０ 

試験切替スイッチ…………… ３相電圧 

欠相スイッチ… ……………… ＯＦＦ 

反相スイッチ… ……………… ＯＦＦ 

電圧レンジスイッチ… ……… ３０Ｖ 

試験相切替スイッチ… ……… Ａ相 

周波数スイッチ ……………… 試験対象の周波数 

補助電源電圧スイッチ……… 継電器の制御電源電圧 

ストップ信号スイッチ ……… 電圧 

 

 

２．試験回路を構成します。（図２） 

＊継電器に配線している電源入力を利用する場合は、補助電源クリップは接続しません。 

＊感電防止の為、アース端子を接地して下さい。 

 

３．試験装置の電源コネクタに試験用電源（ＡＣ１００Ｖ）を入力します。 
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図２：３相ＵＶＲの試験 路図 
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４－２：動作電圧値･復帰電圧値の測定 

＊４－１：試験準備の操作を行います。 

１．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。 

（電源ランプ点灯、試験ＯＦＦランプ点灯、各ディスプレイ表示） 

２．補助電源スイッチを供給する場合は、補助電源電圧スイッチを継電器の制御電源電圧に 

設定します。 

３．動作値測定の為、継電器の動作時間を最小に設定します。 

＊測定終了後、元の設定値に戻す事を忘れないで下さい。 

４．電圧レンジスイッチを試験電圧に応じたレンジに設定します。 

５．試験ＯＮスイッチを押します。（試験ＯＮランプ点灯、試験ＯＦＦランプ消灯） 

６．電圧出力スイッチを“ＯＮ”にします。（電圧出力ランプ点灯） 

７．一括電圧調整つまみ（上部）を一杯に します。 

８．各相間の電圧計を見ながら、各相の電圧調整つまみ（上部）にて定格電圧に調整します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．ストップ信号切替スイッチを継電器の接点構造に合わせて設定します。 

１０．継電器に制御電源を供給する場合は、補助電源スイッチを“ＯＮ”にし電源（ＤＣ２４又 

   は１１０Ｖ）を供給します。（補助電源ランプ点灯） 

１１．ホールドスイッチを押します。（ホールドスイッチランプ点灯） 

１２．試験相切替スイッチを“Ｂ相”にします。 

１３．Ｐ１－Ｐ２電圧計の表示を見ながら、Ｐ３－Ｐ１電圧調整つまみ（上部）を徐々に動作値 

の方向へ回していくと、ある電圧で継電器が動作します。 

  この時の値がＰ１－Ｐ２間の動作電圧値です。 

１４．継電器が動作するとデータがホールドされます。 

（動作ブザー動作、ホールドブザー動作、動作ランプ点灯、ホールドランプ点滅） 

１５．ホールドリセットスイッチを押します。 

（ホールドブザー停止，ホールドランプ点灯） 

１６．継電器が動作している状態から、Ｐ３－Ｐ１電圧調整つまみ（上部）を動作値測定と逆方向 

に徐々に回していくと、継電器が動作状態から復帰動作になります。 

この時の値がP1-P2間の復帰電圧値です。 

１７．継電器が復帰するとデータがホールドされます。 

（動作ブザー動作、ホールドブザー動作、動作ランプ点灯、ホールドランプ点滅） 

 

 
＊３相電圧調整について 

本装置は、電圧出力をＶ結線にて出力しています。 

各相電圧調整つまみ（P1－P2間）、各相電圧調整つまみ（P２－P３間）
を回すことにより、トランスの電圧を変化させます。 

各相電圧調整つまみ（P3－P1間）を回すことにより、位相角の調整を行 

います。 

（各相電圧調整つまみ（P3－P1間）の調整のみでは、電圧は出力しませ

ん。） 
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１８．ホールドリセットスイッチを押します。 

（ホールドブザー停止、ホールドランプ点灯） 

１９．Ｐ１－Ｐ２間を定格電圧に合わせます。 

２０．試験相切替スイッチを“Ｃ相”にします。 

２１．Ｐ２－Ｐ３電圧計の表示を見ながら、Ｐ３－Ｐ１電圧調整つまみ（上部）を徐々に動作値 

の方向へ回していくと、ある電圧で継電器が動作します。 

この時の値がP２-P３間の動作電圧値です。 

２２．継電器が動作するとデータがホールドされます。 

（動作ブザー動作、ホールドブザー動作、動作ランプ点灯、ホールドランプ点滅） 

２３．ホールドリセットスイッチを押します。 

（ホールドブザー停止、ホールドランプ点灯） 

２４．継電器が動作している状態から、Ｐ３－Ｐ１電圧調整つまみ（上部）を動作値測定と逆方向

に徐々に していくと、継電器が動作状態から復帰動作になります。 

この時の値がＰ２－Ｐ３間の復帰電圧値です。 

２５．継電器が復帰するとデータがホールドされます。 

（動作ブザー動作、ホールドブザー動作、動作ランプ点灯、ホールドランプ点滅） 

２６．ホールドリセットスイッチを押します。 

（ホールドブザー停止、ホールドランプ点灯） 

２７．Ｐ１－Ｐ２間を定格電圧に合わせます。 

２８．試験相切替スイッチを“Ａ相”にします。 

２９．Ｐ３－Ｐ１電圧計の表示を見ながら、Ｐ３－Ｐ１電圧調整つまみ（上部）を徐々に動作値 

の方向へ回していくと、ある電圧で継電器が動作します。 

この時の値がＰ３－Ｐ１間の動作電圧値です。 

３０．継電器が動作するとデータがホールドされます。 

（動作ブザー動作、ホールドブザー動作、動作ランプ点灯、ホールドランプ点滅） 

３１．ホールドリセットスイッチを押します。 

（ホールドブザー停止、ホールドランプ点灯） 

３２．継電器が動作している状態から、Ｐ３－Ｐ１電圧調整つまみ（上部）を動作値測定と逆方向 

に徐々に回していくと、継電器が動作状態から復帰動作になります。 

この時の値がＰ３－Ｐ１間の復帰電圧値です。 

３３．継電器が復帰するとデータがホールドされます。 

（動作ブザー動作、ホールドブザー動作、動作ランプ点灯、ホールドランプ点滅） 

３４．ホールドリセットスイッチを押します。 

（ホールドブザー停止、ホールドランプ点灯） 

３５．ホールドスイッチを押して解除します。（ホールドスイッチランプ消灯） 

３６．試験ＯＦＦスイッチを押します． 

（試験電圧出力停止、試験ＯＮランプ消灯、試験ＯＦＦランプ点灯） 

３７．電圧出力スイッチを“ＯＦＦ”にします。（電圧出力ランプ消灯） 

３８．補助電源スイッチを“ＯＦＦ” にします。(補助電源ランプ) 

３９．電源スイッチを “ＯＦＦ”にします。（電源ランプ消灯） 

４０．継電器の動作時間を整定値に戻します。 
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４－３：動作時間・復帰時間の測定 

＊４－１：試験準備の操作を行います。 

１．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。 

（電源ランプ点灯、試験ＯＦＦランプ点灯、各ディスプレイ表示） 

２．補助電源スイッチを供給する場合は、補助電源電圧スイッチを継電器の制御電源電圧に 

設定します。 

３．電圧レンジスイッチを、試験電圧に応じたレンジに設定します。 

４．電圧出力スイッチを“ＯＮ”にします。（電圧出力ランプ点灯） 

５．一括電圧調整つまみ（基準・試験）を一杯に回します。（下段が基準、上段が試験） 

６．各相の電圧計の表示を見ながら、各相の電圧調整つまみ（下段）を回し、定格電圧に調整 

します。 

７．試験ＯＮスイッチを押します。（試験ＯＮランプ点灯、試験ＯＦＦランプ消灯） 

８．各相の電圧計の表示を見ながら、各相の電圧調整つまみ（上段）を回し、定格電圧に調整 

します。 

９．試験相切替スイッチを“Ｂ相”にします。 

１０．Ｐ１－Ｐ２電圧計の表示を見ながら、Ｐ３－Ｐ１電圧調整つまみ（上段）)を回し、試験電

圧に調整します。 

 

過電圧継電器（ＯＶＲ）の場合………試験電圧＝継電器の整定電圧×１２０％ 

不足電圧継電器（ＵＶＲ）の場合……試験電圧＝継電器の整定電圧× ７０％ 

 

１１．試験ＯＦＦスイッチを押します。（試験ＯＮランプ消灯、試験ＯＦＦランプ点灯） 

１２．ストップ信号切替スイッチを、継電器の接点構造に合わせて設定します。 

１３．継電器に制御電源を供給する場合は、補助電源スイッチを“ＯＮ”にし電源（ＤＣ２４又

は１１０Ｖ）を供給します。（補助電源ランプ点灯） 

１４．カウンタスイッチを押します。（カウンタスイッチ中央のランプ点灯） 

１５．試験ＯＮスイッチを押します。 

（カウント開始、試験電圧出力、試験ＯＮランプ点灯、試験ＯＦＦランプ消灯） 

１６．継電器が動作しカウンタが停止し、Ｐ１－Ｐ２間の動作時間を表示します。 

１７．動作時間を記録し、カウンタリセットスイッチを押します。（カウンタリセット状態） 

１８．試験ＯＦＦスイッチを押します。 

（カウント開始、試験電圧出力、試験ＯＮランプ消灯、試験ＯＦＦランプ点灯） 

１９．継電器が動作しカウンタが停止し、Ｐ１－Ｐ２間の復帰時間を表示します。 

２０．動作時間を記録し、カウンタリセットスイッチを押します。（カウンタリセット状態） 

２１．試験相切替スイッチを“Ｃ相”にします。 

２２．試験ＯＮスイッチを押します。 

（カウント開始、試験電圧出力、試験ＯＮランプ点灯、試験ＯＦＦランプ消灯） 

２３．継電器が動作しカウンタが停止し、Ｐ２－Ｐ３間の動作時間を表示します。 

２４．動作時間を記録し、カウンタリセットスイッチを押します。（カウンタリセット状態） 

２５．試験ＯＦＦスイッチを押します。 

（カウント開始、試験電圧出力、試験ＯＮランプ消灯、試験ＯＦＦランプ点灯） 

２６．継電器が動作しカウンタが停止し、Ｐ２－Ｐ３間の復帰時間を表示します。 

２７．動作時間を記録し、カウンタリセットスイッチを押します。（カウンタリセット状態） 

２８．試験相切替スイッチを“Ａ相”にします。 

２９．試験ＯＮスイッチを押します。 

（カウント開始、試験電圧出力、試験ＯＮランプ点灯、試験ＯＦＦランプ消灯） 
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３０．継電器が動作しカウンタが停止し、Ｐ３－Ｐ１間の動作時間を表示します。 

３１．動作時間を記録し、カウンタリセットスイッチを押します。（カウンタリセット状態） 

３２．試験ＯＦＦスイッチを押します。 

（カウント開始、試験電圧出力、試験ＯＮランプ消灯、試験ＯＦＦランプ点灯） 

３３．継電器が動作しカウンタが停止し、Ｐ３－Ｐ１間の復帰時間を表示します。 

３４．動作時間を記録し、カウンタリセットスイッチを押します。（カウンタリセット状態） 

３５．各電圧調整つまみを“０”にします。 

３６．補助電源スイッチを“ＯＦＦ” にします。（補助電源ランプ消灯） 

３７．電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（電源ランプ消灯） 
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＊＊危険＊＊ 

スイッチ、つまみ等が定位置になっていない状態で電源を供給すると、出力部から 

電圧が出力する場合があり危険です。必ず定位置にするようにして下さい。 

５．地絡過電圧継電器の試験方法 
地絡電圧継電器の試験は，最小動作電圧，動作時間の測定を行います。 

５－１：試験準備 

１．試験装置のスイッチ、つまみ等を下記の位置にして下さい。 

 

電源スイッチ………………… ＯＦＦ 

補助電源スイッチ…………… ＯＦＦ 

電圧出力スイッチ…………… ＯＦＦ 

各相電圧調整つまみ………… ０ 

一括電圧調整つまみ… ………０ 

試験切替スイッチ…………… 単相電圧 

欠相スイッチ… ………………ＯＦＦ 

反相スイッチ… ………………ＯＦＦ 

電圧レンジスイッチ… ………３０Ｖ 

試験相切替スイッチ… ………Ａ相 

周波数スイッチ ……………… 試験対象の周波数 

補助電源電圧スイッチ……… 継電器の制御電源電圧 

ストップ信号スイッチ……… 電圧 

 

 

２．試験回路を構成します。（図３） 

＊継電器に配線している電源入力を利用する場合は、補助電源クリップは接続しません。 

＊感電防止の為、アース端子を接地して下さい。 

＊電圧の接続は、高圧側３相一括かテスト端子のどちらかに接続します。 

 

３．試験装置の電源コネクタに試験用電源（ＡＣ１００Ｖ）を入力します。 
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図３：ＯＶＧＲの試験回路図 
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５－２：動作電圧値の測定 

＊５－１：試験準備の操作を行います。 

１．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。 

（電源ランプ点灯，試験ＯＦＦランプ点灯，各ディスプレイ表示） 

２．補助電源スイッチを供給する場合は，補助電源電圧スイッチを継電器の制御電源電圧に 

設定します。 

＊交流の制御電源が必要な場合は，別電源を用意して下さい。 

３．動作値測定の為、継電器の動作時間を最小に設定します。 

＊測定終了後，元の設定値に戻す事を忘れないで下さい。 

４．電圧レンジスイッチを試験電圧に応じたレンジに設定します。 

５．試験ＯＮスイッチを押します。（試験ＯＮランプ点灯、試験ＯＦＦランプ消灯） 

６．電圧出力スイッチを“ＯＮ”にします。（電圧出力ランプ点灯） 

７．一括電圧調整つまみ（上部）を一杯に します。 

８．ストップ信号切替スイッチを、継電器の接点構造に合わせて設定します。 

９．継電器に制御電源を供給する場合は、補助電源スイッチを“ＯＮ”にし電源（ＤＣ２４又 

は１１０Ｖ）を供給します。（補助電源ランプ点灯） 

１０．ホールドスイッチを押します。（ホールドスイッチランプ点灯） 

１１．Ｐ１－Ｐ２電圧計を見ながら、Ｐ１－Ｐ２電圧調整つまみ（上部）を０から徐々に して 

いくと、ある電圧で継電器が動作します。この時の値が動作電圧値です。 

１３．継電器が動作するとデータがホールドされます。 

（動作ブザー動作、ホールドブザー動作、動作ランプ点灯、ホールドランプ点滅） 

１４．ホールドリセットスイッチを押します。 

（ホールドブザー停止、ホールドランプ点灯） 

１５．ホールドスイッチを押して解除します。（ホールドスイッチランプ消灯） 

１６．試験ＯＦＦスイッチを押します。 

（試験電圧出力停止、試験ＯＮランプ消灯、試験ＯＦＦランプ点灯） 

１７．電圧出力スイッチを“ＯＦＦ”にします。（電圧出力ランプ消灯） 

１８．補助電源スイッチを“ＯＦＦ” にします。(補助電源ランプ) 

１９．電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（電源ランプ消灯） 

２０．継電器の動作時間を整定値に戻します。 
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５－３：動作時間の測定 

＊５－１：試験準備の操作を行います。 

１．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。 

（電源ランプ点灯、試験ＯＦＦランプ点灯、各ディスプレイ表示） 

２．補助電源スイッチを供給する場合は、補助電源電圧スイッチを継電器の制御電源電圧に 

設定します。 

＊交流の制御電源が必要な場合は、別電源を用意して下さい。 

３．電圧レンジスイッチを試験電圧に応じたレンジに設定します。 

４．電圧出力スイッチを“ＯＮ”にします。（電圧出力ランプ点灯） 

５．一括電圧調整つまみ（上部）を一杯回します。（下段が基準、上段が試験） 

６．試験ＯＮスイッチを押します。（試験ＯＮランプ点灯） 

７．Ｐ１－Ｐ２電圧計の表示を見ながら、Ｐ１－Ｐ２電圧調整つまみ(上段)を し、試験電圧 

に調整します。 

 

試験電圧＝継電器の整定電圧×１５０％ 

 

８．試験ＯＦＦスイッチを押します。（試験ランプ消灯） 

９．ストップ信号切替スイッチを、継電器の接点構造に合わせて設定します。 

１０．継電器に制御電源を供給する場合は、補助電源スイッチを“ＯＮ” にし電源（ＤＣ２４ 

又は１１０Ｖ）を供給します。（補助電源ランプ点灯） 

１１．カウンタスイッチを押します。（カウンタスイッチ中央のランプ点灯） 

１２．試験ＯＮスイッチを押します。 

（カウント開始、試験電圧出力、試験ＯＮランプ点灯、試験ＯＦＦランプ消灯） 

１３．継電器が動作しカウンタが停止し、動作時間を表示します。 

１４．動作時間を記録し、カウンタリセットスイッチを押します。（カウンタリセット状態） 

１５．電圧調整つまみを“０”にします。 

１６．補助電源スイッチを“ＯＦＦ” にします。（補助電源ランプ消灯） 

１７．電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（電源ランプ消灯） 
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＊＊危険＊＊ 

スイッチ、つまみ等が定位置になっていない状態で電源を供給すると、出力部から 

電圧が出力する場合があり危険です。必ず定位置にするようにして下さい。 

６．単相周波数継電器の試験方法 
単相周波数継電器の試験は、最小動作周波数、復帰周波数、動作時間、復帰時間の測定を行いま 

す。 

６－１：試験準備 

１．試験装置のスイッチ、つまみ等を下記の位置にして下さい。 

 

電源スイッチ………………… ＯＦＦ 

補助電源スイッチ…………… ＯＦＦ 

電圧出力スイッチ…………… ＯＦＦ 

各相電圧調整つまみ………… ０ 

一括電圧調整つまみ… ………０ 

試験切替スイッチ…………… 単相周波数 

欠相スイッチ………………… ＯＦＦ 

反相スイッチ… ……………… ＯＦＦ 

電圧レンジスイッチ… ……… ３０Ｖ 

試験相切替スイッチ… ……… Ａ相 

周波数スイッチ ……………… 試験対象の周波数 

補助電源電圧スイッチ……… 継電器の制御電源電圧 

ストップ信号スイッチ ……… 電圧 

 

 

２．試験回路を構成します。（図４） 

＊継電器に配線している電源入力を利用する場合は、補助電源クリップは接続しません。 

＊感電防止の為、アース端子を接地して下さい。 

＊単相３線式の回路の場合は、Ｐ３を試験対象の端子に接続して下さい。 

 

３．試験装置の電源コネクタに試験用電源（ＡＣ１００Ｖ）を入力します。 
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図４：ＯＦＲ、ＵＦＲの試験回路図 
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6－２：動作周波数値･復帰周波数値の測定 

＊６－１：試験準備の操作を行います。 

１．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。 

（電源ランプ点灯、試験ＯＦＦランプ点灯、各ディスプレイ表示） 

２．補助電源スイッチを供給する場合は、補助電源電圧スイッチを継電器の制御電源電圧に 

設定します。 

３．動作値測定の為、継電器の動作時間を最小に設定します。 

＊測定終了後、元の設定値に戻す事を忘れないで下さい。 

４．電圧レンジスイッチを、定格電圧に応じたレンジに設定します。 

５．電圧出力スイッチを“ＯＮ”にします。（電圧出力ランプ点灯） 

６．一括電圧調整つまみ（上部）を一杯に回します。 

７．Ｐ１－Ｐ２電圧計を見ながら、Ｐ１－Ｐ２電圧調整つまみ（上部）にて定格電圧に調整し 

ます。 

＊単相３線式の電源を供給する場合は、Ｐ２－Ｐ３電圧計を見ながら、Ｐ２－Ｐ３電圧調整 

つまみ（上部）にて定格電圧に調整します。 

８．ストップ信号切替スイッチを、継電器の接点構造に合わせて設定します。 

９．継電器に制御電源を供給する場合は、補助電源スイッチを“ＯＮ”にし電源（ＤＣ２４ 

又は１１０Ｖ）を供給します。（補助電源ランプ点灯） 

１０．ホールドスイッチを押します。（ホールドスイッチランプ点灯） 

１１．試験ＯＮスイッチを押します。（試験ＯＮランプ点灯、試験ＯＦＦランプ消灯） 

１２．周波数計を見ながら、周波数調整つまみを継電器の動作値の方向へ徐々に回していくと、 

ある周波数で継電器が動作します。 

この時の値が動作周波数値です。 

１３．継電器が動作するとデータがホールドされます。 

（動作ブザー動作、ホールドブザー動作、動作ランプ点灯、ホールドランプ点滅） 

１４．ホールドリセットスイッチを押します。 

（ホールドブザー停止、ホールドランプ点灯） 

１５．継電器の動作状態から、周波数調整つまみを動作値測定と逆方向に徐々に回していくと、 

継電器が動作状態から復帰動作になります。 

この時の値が復帰周波数値です。 

１６．継電器が復帰するとデータがホールドされます。 

（動作ブザー停止、ホールドブザー動作、動作ランプ消灯、ホールドランプ点滅） 

１７．ホールドリセットスイッチを押します。 

（ホールドブザー停止、ホールドランプ点灯） 

１８．ホールドスイッチを押して解除します。（ホールドスイッチランプ消灯） 

１９．試験ＯＦＦスイッチを押します。 

（試験電圧出力停止、試験ＯＮランプ消灯、試験ＯＦＦランプ点灯） 

２０．電圧出力スイッチを“ＯＦＦ”にします。（電圧出力ランプ消灯） 

２１．補助電源スイッチを“ＯＦＦ” にします。(補助電源ランプ) 

２２．電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（電源ランプ消灯） 

２３．継電器の動作時間を整定値に戻します。 
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６－３：動作時間・復帰時間の測定 

＊６－１：試験準備の操作を行います。 

１．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。 

（電源ランプ点灯、試験ＯＦＦランプ点灯、各ディスプレイ表示） 

２．補助電源スイッチを供給する場合は、補助電源電圧スイッチを継電器の制御電源電圧に 

設定します。 

３．電圧レンジスイッチを定格電圧に応じたレンジに設定します。 

４．電圧出力スイッチを“ＯＮ”にします。（電圧出力ランプ点灯） 

５．一括電圧調整つまみ（上部）を一杯に回します。 

６．Ｐ１－Ｐ２電圧計を見ながら、Ｐ１－Ｐ２電圧調整つまみ（上部）にて定格電圧に調整し 

ます。 

＊単相３線式の電源を供給する場合は、Ｐ２－Ｐ３電圧計を見ながら、Ｐ２－Ｐ３電圧調整

つまみ（上部）にて定格電圧に調整します。 

７．試験ＯＮスイッチを押します。（試験ＯＮランプ点灯） 

８．周波数計の表示を見ながら、周波数調整つまみを し、試験周波数に調整します。 

 

過周波数継電器（ＯＦＲ）の場合………試験周波数＝継電器の整定周波数  ＋    5Ｈｚ 

不足周波数継電器（ＵＦＲ）の場合……試験周波数＝継電器の整定周波数 －  ５Ｈｚ 

＊継電器によっては、整定周波数の指定％の周波数を急変する場合がありますので、継電器 

の試験条件を確認して下さい。 

 

９．試験ＯＦＦスイッチを押します。（試験ランプ消灯） 

１０．ストップ信号切替スイッチを継電器の接点構造に合わせて設定します。 

１１．継電器に制御電源を供給する場合は、補助電源スイッチを“ＯＮ”にし電源（ＤＣ２４又 

   は１１０Ｖ）を供給します。（補助電源ランプ点灯） 

１２．カウンタスイッチを押します。（カウンタスイッチ中央のランプ点灯） 

１３．試験ＯＮスイッチを押します。 

（カウント開始、試験電圧出力、試験ＯＮランプ点灯、試験ＯＦＦランプ消灯） 

１４．継電器が動作しカウンタが停止し、動作時間を表示します。 

１５．動作時間を記録し、カウンタリセットスイッチを押します。（カウンタリセット状態） 

１６．試験ＯＦＦスイッチを押します。 

（カウント開始、基準電圧出力、試験ＯＮランプ消灯、試験ＯＦＦランプ点灯） 

１７．継電器が動作しカウンタが停止し、復帰時間を表示します。 

１８．動作時間を記録し、カウンタリセットスイッチを押します。（カウンタリセット状態） 

１９．カウンタスイッチを押します。（カウンタスイッチ中央のランプ消灯） 

２０．各電圧調整つまみを“０”にします。 

２１．補助電源スイッチを“ＯＦＦ” にします。（補助電源ランプ消灯） 

２２．電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（電源ランプ消灯） 
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＊＊危険＊＊ 

スイッチ、つまみ等が定位置になっていない状態で電源を供給すると、出力部から電圧

が出力する場合があり危険です。必ず定位置にするようにして下さい。 

７．３相周波数継電器の試験方法 
３相周波数継電器の試験は、最小動作周波数、復帰周波数、動作時間、復帰時間の測定を行い 

ます。 

７－１：試験準備 

１．試験装置のスイッチ、つまみ等を下記の位置にして下さい。 

 

電源スイッチ………………… ＯＦＦ 

補助電源スイッチ…………… ＯＦＦ 

電圧出力スイッチ…………… ＯＦＦ 

各相電圧調整つまみ… ……… ０ 

一括電圧調整つまみ… ……… ０ 

試験切替スイッチ…………… ３相周波数 

欠相スイッチ… ……………… ＯＦＦ 

反相スイッチ… ……………… ＯＦＦ 

電圧レンジスイッチ… ……… ３０Ｖ 

試験相切替スイッチ… ……… Ａ相 

周波数スイッチ ……………… 試験対象の周波数 

補助電源電圧スイッチ ……… 継電器の制御電源電圧 

ストップ信号スイッチ ……… 電圧 

 

 

２．試験回路を構成します。 

＊継電器に配線している電源入力を利用する場合は、補助電源クリップは接続しません。 

＊感電防止の為、アース端子を接地して下さい。 

 

３．試験装置の電源コネクタに試験用電源(AC100V)を入力します。 
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７－２：動作周波数値･復帰周波数値の測定 

＊７－１：試験準備の操作を行います。 

１．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。 

（電源ランプ点灯、試験ＯＦＦランプ点灯、各ディスプレイ表示） 

２．補助電源スイッチを供給する場合は、補助電源電圧スイッチを継電器の制御電源電圧に 

設定します。 

３．動作値測定の為、継電器の動作時間を最小に設定します。 

＊測定終了後、元の設定値に戻す事を忘れないで下さい。 

４．電圧レンジスイッチを定格電圧に応じたレンジに設定します。 

５．電圧出力スイッチを“ＯＮ”にします。（電圧出力ランプ点灯） 

６．一括電圧調整つまみ（上部）を一杯に回します。 

７．各相間の電圧計を見ながら、各相の電圧調整つまみ（上部）にて定格電圧に調整します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．ストップ信号切替スイッチを継電器の接点構造に合わせて設定します。 

９．継電器に制御電源を供給する場合は、補助電源スイッチを“ＯＮ”にし電源（ＤＣ２４又 

  は１１０Ｖ）を供給します。（補助電源ランプ点灯） 

１０．ホールドスイッチを押します。（ホールドスイッチランプ点灯） 

１１．試験ＯＮスイッチを押します。（試験ＯＮランプ点灯、試験ＯＦＦランプ消灯） 

１２．周波数計の表示を見ながら、周波数調整つまみを徐々に動作値の方向へ していくと、 

ある周波数で継電器が動作します。この時の値が動作周波数値です。 

１３．継電器が動作するとデータがホールドされます。 

（動作ブザー動作、ホールドブザー動作、動作ランプ点灯、ホールドランプ点滅） 

１４．ホールドリセットスイッチを押します。 

（ホールドブザー停止、ホールドランプ点灯） 

１５．継電器が動作している状態から、周波数調整つまみを動作値測定と逆方向に徐々に回して 

いくと、継電器が動作状態から復帰動作になります。この時の値が復帰周波数値です。 

１６．継電器が復帰するとデータがホールドされます。 

（動作ブザー動作、ホールドブザー動作、動作ランプ点灯、ホールドランプ点滅） 

１７．ホールドリセットスイッチを押します。（ホールドブザー停止、ホールドランプ点灯） 

１８．ホールドスイッチを押して解除します。（ホールドスイッチランプ消灯） 

 

＊３相電圧調整について 

本装置は，電圧出力をＶ結線にて出力しています。 

各相電圧調整つまみ（P1－P2間）、各相電圧調整つまみ（P2-P3間）を 

回すことにより、トランスの電圧を変化させます。 

各相電圧調整つまみ（P3－P1間）を回すことにより、位相角の調整を行い 

ます。 

（各相電圧調整つまみ（P3-P1間）の調整のみでは、電圧は出力しまん。） 
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１９．試験ＯＦＦスイッチを押します。 

（試験電圧出力停止、試験ＯＮランプ消灯、試験ＯＦＦランプ点灯） 

２０．電圧出力スイッチを“ＯＦＦ”にします。（電圧出力ランプ消灯） 

２１．補助電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。(補助電源ランプ) 

２２．電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（電源ランプ消灯） 

２３．継電器の動作時間を整定値に戻します。 
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７－３：動作時間・復帰時間の測定 

＊７－１：試験準備の操作を行います。 

１．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。 

（電源ランプ点灯、試験ＯＦＦランプ点灯、各ディスプレイ表示） 

２．補助電源スイッチを供給する場合は、補助電源電圧スイッチを継電器の制御電源電圧に 

設定します。 

３．電圧レンジスイッチを試験電圧に応じたレンジに設定します。 

４．電圧出力スイッチを“ＯＮ”にします。（電圧出力ランプ点灯） 

５．一括電圧調整つまみ（上部）を一杯に回します。 

６．各相の電圧計の表示を見ながら、各相電圧調整つまみ（上段）を回し、定格電圧に調整し 

ます。 

７．試験ＯＮスイッチを押します。（試験ＯＮランプ点灯、試験ＯＦＦランプ消灯） 

８．周波数計の表示を見ながら、周波数調整つまみを回し、試験周波数に調整します。 

 

過周波数継電器（ＯＦＲ）の場合………試験周波数＝継電器の整定周波数 ＋   ５Ｈｚ 

不足周波数継電器（ＵＦＲ）の場合……試験周波数＝継電器の整定周波数 －   ５Ｈｚ 

＊継電器によっては、整定周波数の指定％の周波数を急変する場合がありますので、継電器の

試験条件を確認して下さい。 

９．試験ＯＦＦスイッチを押します。（試験ＯＮランプ消灯、試験ＯＦＦランプ点灯） 

１０．ストップ信号切替スイッチを継電器の接点構造に合わせて設定します。 

１１．継電器に制御電源を供給する場合は、補助電源スイッチを“ＯＮ”にし電源（ＤＣ２４又 

   は１１０V）を供給します。（補助電源ランプ点灯） 

１２．カウンタスイッチを押します。（カウンタスイッチ中央のランプ点灯） 

１３．試験ＯＮスイッチを押します。 

（カウント開始、試験電圧出力、試験ＯＮランプ点灯、試験ＯＦＦランプ消灯） 

１４．継電器が動作しカウンタが停止し、動作時間を表示します。 

１５．動作時間を記録し、カウンタリセットスイッチを押します。（カウンタリセット状態） 

１６．試験ＯＦＦスイッチを押します。 

（カウント開始、試験電圧出力、試験ＯＮランプ消灯、試験ＯＦＦランプ点灯） 

１７．継電器が動作しカウンタが停止し、復帰時間を表示します。 

１８．動作時間を記録し、カウンタリセットスイッチを押します。（カウンタリセット状態） 

１９．各電圧調整つまみを“０”にします。 

２０．補助電源スイッチを“ＯＦＦ” にします。（補助電源ランプ消灯） 

２１．電源スイッチを “ＯＦＦ”にします。（電源ランプ消灯） 
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＊＊危険＊＊ 

スイッチ、つまみ等が定位置になっていない状態で電源を供給すると、出力部から電圧

が出力する場合があり危険です。必ず定位置にするようにして下さい。 

８．欠相・反相継電器の試験方法 
＊３相電圧継電器に各要素が付いている場合は、本項目を参照して下さい． 

８－１：試験準備 

１．試験装置のスイッチ、つまみ等を下記の位置にして下さい。 

 

電源スイッチ… ……………… ＯＦＦ 

補助電源スイッチ…………… ＯＦＦ 

電圧出力スイッチ…………… ＯＦＦ 

各相電圧調整つまみ………… ０ 

一括電圧調整つまみ… ……… ０ 

試験切替スイッチ…………… ３相電圧 

欠相スイッチ… ……………… ＯＦＦ 

反相スイッチ… ……………… ＯＦＦ 

電圧レンジスイッチ… ……… ３０Ｖ 

試験相切替スイッチ… ……… Ａ相 

周波数スイッチ……………… 試験対象の周波数 

補助電源電圧スイッチ ……… 継電器の制御電源電圧 

ストップ信号スイッチ ……… 電圧 

 

 

２．試験回路を構成します。 

＊継電器に配線している電源入力を利用する場合は、補助電源クリップは接続しません。 

＊感電防止の為、アース端子を接地して下さい。 

 

３．試験装置の電源コネクタに試験用電源（ＡＣ１００Ｖ）を入力します。 
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８－２：反相動作電圧値の測定 

＊８－１：試験準備の操作を行います。 

１．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。 

（電源ランプ点灯、試験ＯＦＦランプ点灯、各ディスプレイ表示） 

２．補助電源スイッチを供給する場合は、補助電源電圧スイッチを継電器の制御電源電圧に 

設定します。 

３．動作値測定の為、継電器の動作時間を最小に設定します。 

＊測定終了後、元の設定値に戻す事を忘れないで下さい。 

４．電圧レンジスイッチを定格電圧に応じたレンジに設定します。 

５．試験ＯＮスイッチを押します。（試験ＯＮランプ点灯、試験ＯＦＦランプ消灯） 

６．電圧出力スイッチを“ＯＮ”にします。（電圧出力ランプ点灯） 

７．一括電圧調整つまみ（上部）を一杯に回します。 

８．各相間の電圧計を見ながら、各相の電圧調整つまみ（上部）にて定格電圧に調整します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．一括電圧調整つまみ（上部）を０に戻します。 

１０．ストップ信号切替スイッチを継電器の接点構造に合わせて設定します。 

１１．継電器に制御電源を供給する場合は、補助電源スイッチを“ＯＮ”にし電源（ＤＣ２４又 

   は１１０V）を供給します。（補助電源ランプ点灯） 

１２．ホールドスイッチを押します。（ホールドスイッチランプ点灯） 

１３．反相スイッチを“ＯＮ”にします。 

１４．Ｐ１－Ｐ２電圧計の表示を見ながら、一括電圧調整つまみ（上部）を徐々に上昇方向へ回 

   していくと、ある電圧で継電器が動作します。この時の値がＡ相の動作電圧値です。 

１５．継電器が動作するとデータがホールドされます。 

（動作ブザー動作、ホールドブザー動作、動作ランプ点灯、ホールドランプ点滅） 

１６．ホールドリセットスイッチを押します。 

（ホールドブザー停止、ホールドランプ点灯） 

１７．一括電圧調整つまみ（上部）を０に戻します。 

１８．試験相切替スイッチを“Ｂ相”にします。 

１９．Ｐ１－Ｐ２電圧計の表示を見ながら、一括電圧調整つまみ（上部）を徐々に上昇方向へ回 

   していくと、ある電圧で継電器が動作します。 

この時の値がB相の動作電圧値です。 

＊３相電圧調整について 

本装置は，電圧出力をＶ結線にて出力しています。 

各相電圧調整つまみ（P1－P2間）、各相電圧調整つまみ（P2－P3間）を 

回すことにより、トランスの電圧を変化させます。 

各相電圧調整つまみ（P3－P1間）を回すことにより、位相角の調整を行い 

ます。 

（各相電圧調整つまみ（P3－P1間）の調整のみでは、電圧は出力しませ

ん。） 
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２０．継電器が動作するとデータがホールドされます。 

（動作ブザー動作、ホールドブザー動作、動作ランプ点灯、ホールドランプ点滅） 

２１．ホールドリセットスイッチを押します。 

（ホールドブザー停止、ホールドランプ点灯） 

２２．一括電圧調整つまみ（上部）を０に戻します。 

２３．試験相切替スイッチを“C相”にします。 

２４．Ｐ１－Ｐ２電圧計の表示を見ながら、一括電圧調整つまみ（上部）を徐々に上昇方向へ回 

    していくと、ある電圧で継電器が動作します。この時の値がＣ相の動作電圧値です。 

２５．継電器が動作するとデータがホールドされます。 

（動作ブザー動作、ホールドブザー動作、動作ランプ点灯、ホールドランプ点滅） 

２６．ホールドリセットスイッチを押します。 

（ホールドブザー停止、ホールドランプ点灯） 

２７．一括電圧調整つまみ（上部）を０に戻します。 

２８．試験ＯＦＦスイッチを押します。 

（試験電圧出力停止、試験ＯＮランプ消灯、試験ＯＦＦランプ点灯） 

２９．電圧出力スイッチを“ＯＦＦ”にします。（電圧出力ランプ消灯） 

３０．補助電源スイッチを“ＯＦＦ” にします。(補助電源ランプ) 

３１．電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（電源ランプ消灯） 

３２．継電器の動作時間を整定値に戻します。 
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８－３：反相動作時間の測定 

＊８－１：試験準備の操作を行います。 

１．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。 

（電源ランプ点灯、試験ＯＦＦランプ点灯、各ディスプレイ表示） 

２．補助電源スイッチを供給する場合は、補助電源電圧スイッチを継電器の制御電源電圧に 

設定します。 

３．電圧レンジスイッチを定格電圧に応じたレンジに設定します。 

４．電圧出力スイッチを“ＯＮ”にします。（電圧出力ランプ点灯） 

５．試験ＯＮスイッチを押します。（試験ＯＮランプ点灯、試験ＯＦＦランプ消灯） 

６．一括電圧調整つまみ（上部）を一杯に します。 

７．各相間の電圧計を見ながら、各相の電圧調整つまみ（上部）にて定格電圧に調整します。 

８．試験ＯＦＦスイッチを押します。（試験ＯＮランプ消灯、試験ＯＦＦランプ点灯） 

９．反相スイッチを“ＯＮ”にします。 

１０．ストップ信号切替スイッチを継電器の接点構造に合わせて設定します。 

１１．継電器に制御電源を供給する場合は、補助電源スイッチを“ＯＮ” にし電源（ＤＣ２４ 

又は１１０V）を供給します。（補助電源ランプ点灯） 

１２．カウンタスイッチを押します。（カウンタスイッチ中央のランプ点灯） 

１３．試験ＯＮスイッチを押します。 

（カウント開始、試験電圧出力、試験ＯＮランプ点灯、試験ＯＦＦランプ消灯） 

１４．継電器が動作しカウンタが停止し、Ａ相の動作時間を表示します。 

１５．試験ＯＦＦスイッチを押します。 

（カウント開始、試験電圧出力、試験ＯＮランプ消灯、試験ＯＦＦランプ点灯） 

１６．動作時間を記録し、カウンタリセットスイッチを押します。（カウンタリセット状態） 

１７．試験相切替スイッチを“Ｂ相”にします。 

１８．試験ＯＮスイッチを押します。 

（カウント開始、試験電圧出力、試験ＯＮランプ点灯、試験ＯＦＦランプ消灯） 

１９．継電器が動作しカウンタが停止し、Ｂ相の動作時間を表示します。 

２０．試験ＯＦＦスイッチを押します。 

（カウント開始、試験電圧出力、試験ＯＮランプ消灯、試験ＯＦＦランプ点灯） 

２１．動作時間を記録し、カウンタリセットスイッチを押します。（カウンタリセット状態） 

２２．試験相切替スイッチを“Ｃ相”にします。 

２３．試験ＯＮスイッチを押します。 

（カウント開始、試験電圧出力、試験ＯＮランプ点灯、試験ＯＦＦランプ消灯） 

２４．継電器が動作しカウンタが停止し、Ｃ相の動作時間を表示します。 

２５．動作時間を記録し、カウンタリセットスイッチを押します。（カウンタリセット状態） 

２６．各電圧調整つまみを“０”にします。 

２７．補助電源スイッチを“ＯＦＦ” にします。（補助電源ランプ消灯） 

２８．電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（電源ランプ消灯） 
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８－４：欠相動作電圧値の測定 

＊８－１：試験準備の操作を行います。 

１．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。 

（電源ランプ点灯、試験ＯＦＦランプ点灯、各ディスプレイ表示） 

２．補助電源スイッチを供給する場合は、補助電源電圧スイッチを継電器の制御電源電圧に 

設定します。 

３．動作値測定の為、継電器の動作時間を最小に設定します。 

＊測定終了後、元の設定値に戻す事を忘れないで下さい。 

４．電圧レンジスイッチを定格電圧に応じたレンジに設定します。 

５．試験ＯＮスイッチを押します。（試験ＯＮランプ点灯、試験ＯＦＦランプ消灯） 

６．電圧出力スイッチを“ＯＮ”にします。（電圧出力ランプ点灯） 

７．一括電圧調整つまみ（上部）を一杯に します。 

８．各相間の電圧計を見ながら、各相の電圧調整つまみ（上部）にて定格電圧に調整します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．一括電圧調整つまみ（上部）を０に戻します。 

１０．ストップ信号切替スイッチを継電器の接点構造に合わせて設定します。 

１１．継電器に制御電源を供給する場合は、補助電源スイッチを“ＯＮ”にし電源（ＤＣ２４又 

   は１１０V）を供給します。（補助電源ランプ点灯） 

１２．ホールドスイッチを押します。（ホールドスイッチランプ点灯） 

１３．欠相スイッチを“ＯＮ”にします。 

１４．Ｐ１－Ｐ２電圧計の表示を見ながら、一括電圧調整つまみ（上部）を徐々に上昇方向へ回 

   していくと、ある電圧で継電器が動作します。この時の値がＡ相の動作電圧値です。 

１５．継電器が動作するとデータがホールドされます。 

（動作ブザー動作、ホールドブザー動作、動作ランプ点灯、ホールドランプ点滅） 

１６．ホールドリセットスイッチを押します。（ホールドブザー停止、ホールドランプ点灯） 

１７．一括電圧調整つまみ（上部）を０に戻します。 

１８．試験相切替スイッチを“Ｂ相”にします。 

１９．Ｐ１－Ｐ２電圧計の表示を見ながら、一括電圧調整つまみ（上部）を徐々に上昇方向へ回 

   していくと、ある電圧で継電器が動作します。この時の値がB相の動作電圧値です。 

２０．継電器が動作するとデータがホールドされます。 

（動作ブザー動作、ホールドブザー動作、動作ランプ点灯、ホールドランプ点滅） 

＊３相電圧調整について 

本装置は，電圧出力をＶ結線にて出力しています。 

各相電圧調整つまみ（P1－P2間）、各相電圧調整つまみ（P2－P3間）を回 

すことにより、トランスの電圧を変化させます。 

各相電圧調整つまみ（P3－P1間）を回すことにより、位相角の調整を行いま

す。 

（各相電圧調整つまみ（P3－P1間）の調整のみでは、電圧は出力しませ

ん。） 
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２１．ホールドリセットスイッチを押します。 

（ホールドブザー停止、ホールドランプ点灯） 

２２．一括電圧調整つまみ（上部）を０に戻します。 

２３．試験相切替スイッチを“Ｃ相”にします。 

２４．Ｐ１－Ｐ２電圧計の表示を見ながら、一括電圧調整つまみ（上部）を徐々に上昇方向へ回

していくと、ある電圧で継電器が動作します。この時の値がＣ相の動作電圧値です。 

２５．継電器が動作するとデータがホールドされます。 

（動作ブザー動作、ホールドブザー動作、動作ランプ点灯、ホールドランプ点滅） 

２６．ホールドリセットスイッチを押します。 

（ホールドブザー停止、ホールドランプ点灯） 

２７．一括電圧調整つまみ（上部）を０に戻します。 

２８．試験ＯＦＦスイッチを押します。 

（試験電圧出力停止、試験ＯＮランプ消灯、試験ＯＦＦランプ点灯） 

２９．電圧出力スイッチを“ＯＦＦ”にします。（電圧出力ランプ消灯） 

３０．補助電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。(補助電源ランプ) 

３１．電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（電源ランプ消灯） 

３２．継電器の動作時間を整定値に戻します。 
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８－５：欠相動作時間の測定 

＊８－１：試験準備の操作を行います。 

１．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。 

（電源ランプ点灯、試験ＯＦＦランプ点灯、各ディスプレイ表示） 

２．補助電源スイッチを供給する場合は、補助電源電圧スイッチを継電器の制御電源電圧に 

設定します。 

３．電圧レンジスイッチを定格電圧に応じたレンジに設定します。 

４．電圧出力スイッチを“ＯＮ”にします。（電圧出力ランプ点灯） 

５．試験ＯＮスイッチを押します。（試験ＯＮランプ点灯、試験ＯＦＦランプ消灯） 

６．一括電圧調整つまみ（上部）を一杯に します。 

７．各相間の電圧計を見ながら、各相の電圧調整つまみ（上部）にて定格電圧に調整します。 

８．試験ＯＦＦスイッチを押します。（試験ＯＮランプ消灯、試験ＯＦＦランプ点灯） 

９．欠相スイッチを“ＯＮ”にします。 

１０．ストップ信号切替スイッチを継電器の接点構造に合わせて設定します。 

１１．継電器に制御電源を供給する場合は、補助電源スイッチを“ＯＮ”にし電源（ＤＣ２４又 

   は１１０V）を供給します。（補助電源ランプ点灯） 

１２．カウンタスイッチを押します。（カウンタスイッチ中央のランプ点灯） 

１３．試験ＯＮスイッチを押します。 

（カウント開始、試験電圧出力、試験ＯＮランプ点灯、試験ＯＦＦランプ消灯） 

１４．継電器が動作しカウンタが停止し、Ａ相の動作時間を表示します。 

１５．試験ＯＦＦスイッチを押します。 

（カウント開始、試験電圧出力、試験ＯＮランプ消灯、試験ＯＦＦランプ点灯） 

１６．動作時間を記録し、カウンタリセットスイッチを押します。（カウンタリセット状態） 

１７．試験相切替スイッチを“Ｂ相”にします。 

１８．試験ＯＮスイッチを押します。 

（カウント開始、試験電圧出力、試験ＯＮランプ点灯、試験ＯＦＦランプ消灯） 

１９．継電器が動作しカウンタが停止し、Ｂ相の動作時間を表示します。 

２０．試験ＯＦＦスイッチを押します。 

（カウント開始、試験電圧出力、試験ＯＮランプ消灯、試験ＯＦＦランプ点灯） 

２１．動作時間を記録し、カウンタリセットスイッチを押します。（カウンタリセット状態） 

２２．試験相切替スイッチを“Ｃ相”にします。 

２３．試験ＯＮスイッチを押します。 

（カウント開始、試験電圧出力、試験ＯＮランプ点灯、試験ＯＦＦランプ消灯） 

２４．継電器が動作しカウンタが停止し、Ｃ相の動作時間を表示します。 

２５．動作時間を記録し、カウンタリセットスイッチを押します。（カウンタリセット状態） 

２６．各電圧調整つまみを“０”にします。 

２７．補助電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（補助電源ランプ消灯） 

２８．電源スイッチを“ＯＦＦ“にします。（電源ランプ消灯） 
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外形図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


